
２０１３年産総研オープンラボ特別展示

再生可能エネルギーとナノテクノロジー２大研究拠点をアピール
　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

産
総

研

は

月

日

木

と

月

１
日

金

に
つ
く
ば
市
の
産
総

研
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
で
「
産
総
研

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
を
開
催
す
る
。

２
０
１
４
年
４
月
に
開
所
予
定
の

「
福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
所
」
の
研
究
内
容
紹
介
、
新
た

に
開
設
し
た
「
つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
リ
ー
ナ
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
拠
点

Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ

ｏ

」
の
見
学
会
、
会
場
ご
と
に

テ
ー
マ
分
け
し
た
講
演
会
を
行

う
。
ま
た
、
全
国
の
研
究
拠
点
か

ら
集
め
た
約
５
０
０
件
の
研
究
テ

ー
マ
を
パ
ネ
ル
展
示
し
、
約
１
０

０
カ
所
の
研
究
室

ラ
ボ

を
公

開
す
る
。
開
場
は
９
時

分
か
ら

時
ま
で
、
２
日
目
は

時

分

ま
で
。
参
加
無
料
。

福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
復
興
と
研
究
加
速
両
輪
に大和田野芳郎氏福島再生可能エネルギー研究所所長

被災地企業と共同で
お
お
わ
だ
の
・
よ
し
ろ
う
　

年

東
大
院

電
気
工
学

博
士
課
程

修
了
、
同
年
電
子
技
術
総
合
研
究

所

現
産
総
研

入
所
。

年
産

総
研
企
画
本
部
企
画
副
本
部
長
。

北
九
州
市
出
身
、

歳
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
大
き
な

注
目
を
集
め
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
。
日
本
で
初
め
て
と
な

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総

合
研
究
所
で
あ
る
産
総
研
の

「
福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
所
」

福
島
県
郡
山
市

は
、
２
０
１
４
年
４
月
の
開
所

を
目
指
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事

が
進
ん
で
い
る
。

月
１
日
に

は
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
所
長

に
は
産
総
研
企
画
本
部
企
画
副

本
部
長
の
大
和
田
野
芳
郎
氏
が

就
任
し
た
。
産
総
研
は
被
災
地

の
震
災
か
ら
の
復
興
と
日
本
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
展

を
両
輪
に
、研
究
開
発
に
挑
む
。

◇
　
◇

　
―
被
災
地
の
復
興
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
加
速
に

同
時
に
挑
み
ま
す
。

　
「
き
っ
か
け
は
福
島
県
か
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
復
興

し
た
い
、
国
に
研
究
開
発
拠
点

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
だ
。
そ
れ

に
国
が
応
え
て
産
総
研
が
引
き

受
け
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
総
合
的
な
研
究
所
は
日
本

で
は
こ
れ
が
初
め
て
だ
。
復
興

支
援
と
研
究
開
発
を
ぜ
ひ
両
立

さ
せ
た
い
」

　
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
る
に
あ
た
り
、
産
総
研
の
中

で
意
義
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え

た
。
日
本
は
太
陽
光
発
電
な
ど

個
々
の
研
究
テ
ー
マ
で
は
有
名

な
研
究
者
が
い
て
、
優
れ
た
技

術
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か

し
、
今
後
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
多
量
に
取
り
入
れ
る
と
き

に
必
要
な
、
発
電
量
の
変
動
や

コ
ス
ト
な
ど
の
課
題
を
総
合
的

に
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

う
し
た
課
題
を
い
ち
早
く
解
決

し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究

拠
点
と
し
た
い
」

　
―
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県

の
被
災
地
企
業
と
の
共
同
研
究

も
特
徴
で
す
。

　
「
い
き
な
り
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
技
術
と
言
っ
て
も
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
か
も
し
れ
な
い

の
で
、
こ
ち
ら
の
研
究
に
必
要

で
企
業
に
や
っ
て
も
ら
え
そ
う

な
も
の
を
持
ち
か
け
て
い
る
。

ま
だ
採
択
テ
ー
マ
は
少
な
い

が
、
具
体
的
な
共
同
研
究
の
例

を
早
め
に
公
開
す
れ
ば
企
業
も

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
応
募
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
。
我
々

だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
被

災
地
の
企
業
に
も
担
っ
て
ほ
し

い
」

　
―
最
後
に
研
究
所
に
か
け
る

意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
連
す
る
技
術
課
題
を
常
に
追

い
か
け
て
解
決
し
て
い
き
、

年
、

年
続
く
研
究
所
と
し
た

い
。
研
究
所
は
広
い
実
証
フ
ィ

ー
ル
ド
を
持
っ
て
お
り
、
企
業

で
開
発
し
た
新
し
い
技
術
を
こ

こ
で
試
し
て
み
る
な
ど
、
ぜ
ひ

施
設
を
活
用
し
て
ほ
し
い
」

福島再生可能エネルギー研究所の完成予想図

郡山市に来年４月開所
広
い
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
整
備

　
福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
は

郡
山
市
の
西
部
第
２
工
業
団
地
内
に
建
設

中
で
、
敷
地
面
積
は
約
５
・
５

。
研
究

本
館
や
実
験
別
棟
の
ほ
か
、
最
大
の
特
徴

で
あ
る
約
２
万
５
０
０
０
平
方

の
実
証

実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
を
備
え
る
。

月
末
に

実
験
別
棟
が
完
成
し
、
来
年
１
月
に
は
研

究
本
館
が
完
成
す
る
。
総
事
業
費
は
約
１

０
１
億
円
。
総
人
員
は
約

人
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
な
ど
を

効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
実
証
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
じ
た

電
力
か
ら
水
素
を
貯
蔵
す
る
「
水
素
キ
ャ

リ
ア
」
の
ほ
か
、
「
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
太
陽
光
」
「
地
熱
」
「
地
中
熱
」
の
６

チ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
る
。

　
日
本
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
個
別

の
テ
ー
マ
で
は
優
れ
た
研
究
成
果
が
出
て

い
る
が
、
総
合
的
な
研
究
施
設
は
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
。
個
々
の
研
究
を
伸
ば
し

つ
つ
、
効
果
的
な
組
み
合
わ
せ
や
実
証
試

験
な
ど
も
総
合
的
に
行
う
こ
と
で
、
日
本

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
と
産
業
の

研
究
開
発
促
進
を
狙
う
。

　
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
最
大
５
０
０

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
敷
き
詰
め
、
各
メ

ー
カ
ー
の
パ
ネ
ル
の
実
証
実
験
の
ほ
か
、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
・
利
用
、
風
力

発
電
設
備
も
建
設
す
る
。
研
究
所
内
の
電

力
の
相
当
量
を
敷
地
内
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
賄
う
計
画
で
、
大
和
田
野
所
長

は
「
開
所
か
ら
３
、
４
年
で

％
程
度
、

将
来
的
に
は
１
０
０
％
に
近
づ
け
た
い
」

と
話
す
。

　
ま
た
、
文
部
科
学
省
の
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
と
し

て
、
会
津
大
学
、
い
わ
き
明
星
大
学
、
日

本
大
学
工
学
部
、
福
島
大
学
の
県
内
４
大

学
と
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
、
地
域
企

業
な
ど
と
連
携
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
研
究
開
発
や
人
材
育
成
、
産
業
集

積
や
雇
用
創
出
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
所
は
、
連
携
を
強
め
、
支
援
し
て
い

く
。

　
こ
の
ほ
か
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被

災
３
県
の
企
業
を
対
象
に
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
し
た
技
術
シ
ー
ズ
評
価

の
公
募
を
行
っ
て
お
り
、
採
択
さ
れ
た
技

術
は
産
総
研
と
共
同
研
究
を
進
め
、
最
終

的
に
は
商
用
化
を
目
指
し
、
被
災
地
の
復

興
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　
産
総
研
の
中
鉢
良
治
理
事
長
は
９
月

日
に
行
わ
れ
た
研
究
所
の
メ
デ
ィ
ア
向
け

事
前
説
明
会
の
席
上
で
、
「
半
年
前
に
先

行
し
て
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
で
、
研
究

体
制
の
構
築
に
万
全
を
期
し
、
来
年
４
月

に
は
本
格
的
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
」

と
述
べ
た
う
え
で
、
「
産
総
研
が
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ブ
に
な
り
、
産

業
集
積
を
通
じ
て
福
島
の
復
興
に
寄
与
す

る
。
福
島
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
の
被
災

地
の
思
い
や
日
本
の
大
き
な
期
待
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
活
動
に
取
り
組
む
決

意
だ
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
　
主
な
講
演
会

月

日

木

時

分
―

時

分

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
世
界
を
変
え
る
？
」

　
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
教
授石倉

　
洋
子
氏

月
１
日

金

時
―

時

革
新
的
太
陽
電
池
の
研
究
開
発
拠
点
形
成

東
京
工
業
大
学
大
学
院
教
授
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
長小

長
井
　
誠
氏

◆
特
別
講
演
会

◆
福
島
拠
点
講
演
会

　
「
新
研
究
拠
点
で
取
り
組
む
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　
　
ギ
ー
技
術
開
発
」

月

日

木

時
―

時

分

　
福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
所
長　

大
和
田
野
　芳
郎
氏

　　
福
島
県
商
工
労
働
部
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
産
業
推
進
監
兼
次
長

　
吉
田
　
　孝
　氏

　
福
島
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
技
術
支
援
部

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　

服
部
　
靖
弘
氏

ＴＩＡ―ｎａｎｏ企画講演月日西会場
　

月

日

木

時
か
ら
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
で

「
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
企
画
講
演
」
が
行
わ
れ
る
。

時

分
か
ら
は
Ｔ
Ｉ
Ａ
討
論
会
「
産
総
研
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ

ｏ
拠
点
の
魅
力
と
課
題
」
を
開
催
す
る
。
外
部
利
用
者
が

語
る
ス
ー
パ
ー
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

Ｓ
Ｃ
Ｒ

の

今

や
、
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
拠
点
の
強
み
と
弱
み
、
よ
り
使

い
や
す
い
共
用
施
設
を
目
指
し
た
討
論
を
行
う
。

　

時

分
か
ら
は
Ｔ
Ｉ
Ａ
中
核
４
機
関
外
部
公
開
共
用

施
設
利
用
説
明
会
「
Ｔ
Ｉ
Ａ
の
最
先
端
分
析
装
置
・
微
細

加
工
施
設
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
を
開
催
す
る
。
産

総
研
、
物
質
・
材
料
研
究
機
構
、
筑
波
大
学
、
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
の
共
用
施
設
や
、
最
先
端
分
析
装

置
や
、
微
細
加
工
施
設
を
企
業
や
大
学
な
ど
の
外
部
に
公

開
。
「
各
機
関
の
装
置
・
施
設
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

の
か
」
「
装
置
や
施
設
は
ど
う
し
た
ら
利
用
で
き
る
の

か
」
な
ど
の
疑
問
に
答
え
る
。
ま
た
運
用
を
開
始
し
た

「
つ
く
ば
共
用
研
究
施
設
・
装
置
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
紹

介
す
る
。

つくばイノベーションアリーナナノテクノロジー拠点（ＴＩＡ―ｎａｎｏ）

ＴＩＡ施設見学ツアー（１１月１日）

ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

　今年６月にオープンしたＴＩＡ連携棟では、１、２階のオープンス
ペースを利用し、研究風景や装置などの写真展を開催するほか、棟内
の常設展示などを自由に見学できる。なかでも目玉はＴＩＡ施設見学
ツアーで、産総研内のコア研究領域のほかに、中核機関である物質・
材料研究機構（ＮＩＭＳ）や筑波大学、高エネルギー加速器研究機構
（ＫＥＫ）の研究施設を見て回ることができる。ＴＩＡ施設見学ツア
ーは事前登録制で、参加無料。

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 １０月９日 水曜日 　　


